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嘉靖二十九年庚戌四月既晦, 我恭懿王大妃, 伏シテ, 仁宗榮靖大王ノ浄域ニ仙駕・転













梅 山 秀 幸*
知恩院蔵「観世音菩薩32応身図」について
先に読み進めると, 無尽意菩薩の問に対して, 釈迦は偈をもって答えるのだが, その偈から
は, 次のような文が「応身図」には取られ, さらにそれぞれの場面が描かれているのである。
 大キナル火坑ニ推シ落サンモ, 火坑ハ変ジテ池ト成ラン。





 枷・鎖ニ囚ヘ禁メラレ, 手足ニヲ被ムランニ, 釈然テ解脱ルルコトヲ得ン。
	 呪詛ト諸ノ毒薬ニ身ヲ害ハレントスル者ハ, 還リテ本ノ人ニ著キナン。

 悪シキ羅刹, 毒龍・諸ノ鬼等ニ遇ハン時ニ, 悉ク敢エテ害ハザラン。
 悪獣ノ囲遶シテ利キ牙爪ノ怖ルベキニ, 疾走シテ邊無キ方ニ走ラン。
 曇リテ雷鼓リ, 掣電キ, 雹ヲ降ラシ, 大雨ヲンニ, 応時消散スルヲ得ン。
 軍陣ノ中ニ怖畏センニ, 衆ノ怨ハ悉ク退散セン。
まず, 火の穴に入れられても, 観世音の名号をさえ称えたなら, その火の穴は池に変って















ろうとした毒蛇や蠍なども引き返していくし, 雷が鳴って稲妻が光り, 雹が降り, 大雨にな














王ノ諱ハ｡ 中宗大王ノ長子ニシテ, 母妃ハ章敬王后尹氏。生ルルヤ岐巍トシテ, 三
歳ニシテ能ク書ノ義ヲ解シ, 六歳ニシテ封ゼラレテ世子トナル。性, 沈静寡欲ニシテ,
仁恭孝友ナリ。学問ニ勤メテ, 踐履篤実, 東宮ニ在ルコト二十五年, 賢徳著聞ナリ。其
ノ嗣服ニ及ビテ, 中外ハ治ヲ至スヲ想望ス。而シテ喪ヲ執ルニ, 哀シミ過ギタリ。遽カ
ニ不諱ニ至ル。且ツ嗣子ナシ。惜シイ哉。在位一年。寿三十一。






とみ, 親孝行でもあった。学問好きでもあり, きっと賢君になることと期待されたが, 孝心
のあまり喪に服して哀しみ過ぎ, 生命を縮めてしまった。在位期間があまりに短くて, 評価
の対象になる政治的業績は何もないように思われるが, 彼の最も重要な政治的な任務といえ




















戊申（17日), 三公啓シテ曰ク,「明日, 景思殿ノ昼ノ茶礼ノ後, 大妃殿ニ安ヲ問フ事,
伝教有リ。但シ, 上ノ体, 時ニ未ダ永寧ナラズ。而シテ日気ハナハダ炎熱, 若シ此時ニ
労動セバ, 則チ将ニ重證ノ或ハ発センコトヲ恐ル。請フ, 之ヲ停メヨ」ト。答エテ曰ク,
「予ノ気候, 今則チ大イニ歇マン。酷暑ニ当ルト雖モ, 安座シテ久シク祭礼ヲ廃スベカ
ラズ。近ク因リテ詔使ヲ待ツニ, 又, 病患有リ, 久シク子ノ職ヲ闕ク。予其レヲ愴ム」
ト。
三人の大臣がそろって王様に啓上した。明日は亡くなった前王・中宗のために, 景思殿で
茶礼を行うことになっていて, その茶礼の後, 大妃殿, つまり王にとっては継母である文定
王后のもとに伺うというお話だが, まだお加減がよろしくない上に, 明日はことのほか暑そ
うである。そんな中でお動きになって, さらにお体を悪くしては大変である。だから, 文定
王后へのご機嫌伺いなど, おとりやめください, と。それに対して, 仁宗は答える。私の病
状もやがて回復するであろう。この暑さで正座するのは疲れるが, しばらくの間, 前王への
喪の礼を廃していたし, 中国の使節の応対にも追われて, その後, 病気になってしまった。
子としての勤めを怠って, そのことが悲しい。





なのかも, 詮索しだせば, さまざまに憶測が可能となってくる。いずれにしろ, 無理をして
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はいけない体調であったが, 孝行の誠は尽くした。











◎申時, 上ノ證, 極メテ危急トナス。中宮, 奈何トモスベキコトナク, 指ヲ断ジテ之ヲ
進ゼントス。言, 外ニ洩レ, 領相尹仁鏡等, 亦泣キテ数行下ル。仍以テ, 断指ノ事, 此
ノ證ニ益ナシ。請フテ, 之ヲ止ムト。俄ニシテ柳之蕃出デテ曰ク,「今刻, 入診ス。上
ノ脈, 則チ尤モ細ク数ナリ。或ハ間断多シ。極メテ悶ズベキナリ」ト。先刻, 宮中ニ哭







ろうが, それを漏れ聞いた大臣たちは涙を流したものの, 指を切ったところで, 病にはなん
ら効験がないといって, これを止める。王の脈は次第に不規則になる。




























派は大弾圧される。すなわち, 戊午士禍（1498), 甲子士禍（1504), 己卯士禍（1519), そ
して乙巳士禍（1545）と続くわけであるが, その最後の乙巳士禍がこの仁宗の死をきっかけ
に勃発することになる。この乙巳士禍によって, 仁宗の外戚である大尹に対し, 明宗の外戚





伏シテ見ルニ, 殿下ハ中宗ノ子, 仁宗ノ弟タルヲ以テ, 入リテ大統ヲ承グ。而ルニ,
尹任等, 嫡ヲ廃シテ庶ヲ立テントシ, 誅ニ伏シテ則チ戴ヲ覆スルヲ容レズ。人々トモニ





スナリ。臣, 伏シテ見ルニ, 元老ハ, 性ヲ賦サルルニ奸邪, 気ヲ受クルニ貪濁, 加フル
ニ残忍ノ質ヲ以テシ, 済ルニ驕縦ノ態ヲ以テス。……
兄の尹元老を追い落とすために, 元衡が尹春年に書かせたもので, 中身がどれだけ真実な
のかは判断のしようがないが, ともあれ, 仁宗が亡くなり, 慶原大君が王位を継いで明宗と
なるにあたっては, 大尹, すなわち尹任一派による鳳城君推戴などの動きがあった。明宗が













に追い, 太子の申生を死に追いやった。しかし, 献公が死ぬに及んで, 里克のために奚齊・
卓子は殺され, 驪姫もまた鞭打たれて死んだ。
申生を死に追いやるために, 驪姫は申生が父の献公に献じる酒肉に毒を混ぜた。それを犬
に食べさせたところ, 犬は死に, 宦官に食べさせたところ, 宦官も死んだ。驪姫は献公に,
太子の申生がこのようなことを企んだのは, 自分と奚齊が献公の寵愛を受けているせいで,
自分たちを追放するか, 死なせてほしいと懇願する。申生は驪姫の奸邪は知悉しながらも,
驪姫なくしてはなんら楽しみもなく, 食事も喉を通らない父の献公を慮って, 自らが出奔し,
自殺するのである。
以上が『春秋左氏伝』および『史記』に見える記事であるが, この驪姫－申生の関係が文
定大妃－仁宗の関係をたとえるのに引用されている。ということは, 文定大妃はわが子の慶
原大君を王位に即けるために章敬王后の息子である仁宗を死に追いやったということを意味
しよう。さらには, 毒薬の使用もここでは示唆されているといえよう。驪姫が用いたのは申
生を陥れるためであったが, 文定大妃は仁宗に毒も盛ったのではないか, そんな噂が尹任あ
るいは尹元老側から流されたということを, 尹春年は主張していることになる。
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Ⅴ むすび──恨（ハン）を晴らす
乙巳士禍の後にはいたるところで呪詛が行きかっていたものと思われる。生きた者の呪い
もあれば, 死して幽鬼となった者たちの祟りもあったろう。そうした状況の中で考えるとき,
知恩院の「観世音菩薩32応身図」は二重三重の意味合いをもってくる。もちろん, 亡くなっ
た仁宗の冥福を祈り, どうか浄土に永世を得てほしいという祈願も, ことのほかに篤いもの
であったろう。中央に描かれる観世音菩薩は浄界に遊ぶ仁宗その人であると考えられる。し
かしまた, まだ生きていて迫害を受けている大尹の人々にとって, ただ名を称えるだけで,
降りかかるどのような苦難からも救済してくれるという観音菩薩の効能がどれほど貴重なも
のと思われたか, 想像に難くない。制作するのが「観世音菩薩32応身図」でなければならな
かった理由もよく理解できる。刀剣からも, 水難からも, 火難からも守ってもらえるのであ
る。そして, 最後に「呪詛ト諸ノ毒薬ニ身ヲ害ハレントスレバ還リテ本人ニ著キナン」など
といった言葉には効力が宿ると考えるべきであり, おろそかに考えていいものではあるまい。
知恩院所蔵の「観世音菩薩32応身図」は, 仁宗が呪詛や毒薬によって亡くなったことを後の
世に明かしている。そしてまた, 仁宗を殺した毒と呪詛は今や権勢を誇る小尹および文定大
妃に還っていって禍を起こせと, 祈っていることになるのではあるまいか。
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